
重要度 Ａ

37001 作成日 更新日 H24.3.31

040100 責任者 担当者 財政担当

H23

区分

実施

実施

実施

実施

完了

指標名 千円

年度 最終値

計画値 2,180,211

実績値

計画額

実績額

計画額 23年度以下に抑制

実績額 217,036

計画額 0

実績額 217,036

23年度以下に抑制 23年度以下に抑制

効
果
額

217,036

217,036

アクションプラン全体計画 （平成２３～２７年度）

石塚　幸男

最終目標

効果

財政部　財政課

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

・特別会計への基準外繰出金を平成23年度予算額以下に抑制
 （一般会計から特別会計へ繰り出す場合、総務省から通達された基準「繰出基準」に基づいて繰り
出すことになり、この基準にある経費に対しての繰出金を「基準内繰出金」と言い、基準を超えた繰
出金や基準が示されていない経費に対しての繰出金を「基準外繰出金」と言う。）

H23.4.1

2,180,211

平成26年度

年度

平成27年度

成果指標
2,180,211 2,180,211

・平成２４年度繰出基準に基づく各特別会計の基準項目の整理
・各特別会計に健全化に向けた取り組みを要請（受益者負担の適正化）
・平成２５年度当初予算に反映

歳入
増加

平成24年度

平成23年度

平成27年度

H23年度当初予算における特別会計への基準外繰出額

平成23年度

計

0 23年度以下に抑制 23年度以下に抑制

37 特別会計の見直し

1,963,175

2,180,211 2,180,211

平成26年度

取組内容・目標

・平成２３年度繰出基準に基づく各特別会計の基準項目の整理
・各特別会計に健全化に向けた取り組みを要請（受益者負担の適正化）
・平成２４年度当初予算に反映

単位

平成24年度

繰出金の抑制

取組年度

歳出削減

平成25年度

見込まれる
その他効果
（金額以外）

・平成２５年度繰出基準に基づく各特別会計の基準項目の整理
・各特別会計に健全化に向けた取り組みを要請（受益者負担の適正化）
・平成２６年度当初予算に反映

・平成２６年度繰出基準に基づく各特別会計の基準項目の整理
・各特別会計に健全化に向けた取り組みを要請（受益者負担の適正化）
・平成２７年度当初予算に反映

・平成２７年度繰出基準に基づく各特別会計の基準項目の整理
・各特別会計に健全化に向けた取り組みを要請（受益者負担の適正化）
・平成２８年度当初予算に反映

平成25年度

歳出
削減

Ｈ２３



重要度

37001 作成日 更新日

040100 責任者 担当者

区分

実施

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○

2 ○ ○

3 ○ ○

4

5

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 千円 単位 千円

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

・平成２３年度繰出基準に基づく各特別会計の基準項目の整理
・各特別会計に健全化に向けた取り組みを要請（受益者負担の適正化）
・平成２４年度当初予算に反映

H24.3.31

財政担当

37 特別会計の見直し

繰出金の抑制

推進項目

番号・取組事業名

平成23年度

平成２３年度繰出基準に基づく各特別会計の基準項目の整理

H23.4.1

取組内容・目標

石塚　幸男財政部　財政課

進捗・実績

計画どおり

H24年度当初予算への反映

・各特別会計の繰出基準項目の整理は，予定よりも遅れている。
・平成２４年度からの料金改定を予定している下水道会計には，基
　準外繰出しの抑制を考慮した受益者負担の適正化を要請。
・平成２４年度当初予算要求において，各特別会計に，一般会計か
　らの基準外繰入金を平成２３年度予算以下に抑制するよう通知。
・平成２４年度当初予算編成の中で繰出金について整理を進める。

進捗

遅れている コメント

計画値

Ｂ

取組み強化

1,963,175

達　成

年
度
末

成果指標名

Ａ

取組項目

各特別会計に健全化に向けた取り組みを要請（受益者負担の適正化）

担当部署

評
価

実績値
2,180,211

H23年度当初予算における特別会計への基準外
繰出額

・各特別会計の繰出基準項目の整理には課題を残したが，平成
　24年度当初予算編成の中で繰出金について金額の調整を行
　い、目標額を達成した。
・下水道会計においては、基準外繰出しの抑制を考慮した受益
　者負担の適正化を実施。

コメント

計画変更
（次年度
以後）

無取組内容

計画値

アクションプラン（平成２３年度）

コメント
指示事項

国から示されている繰り出し基準を継続的に精査すること。下水道
会計については，公営企業への移行に併せ，繰り出し基準の見直
しを行うこと。

無

コメント

石黒　博 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

Ｈ２３



重要度 Ｂ

37002 作成日 更新日 H24.3.31

060400 責任者 担当者 田口　　大

H23 ～ H27

区分

実施

実施

実施

実施

完了

指標名 ％

年度 最終値

計画値 100

実績値 0

計画額 0

実績額 0

計画額 0

実績額 0

計画額 0

実績額 0

見込まれる
その他効果
（金額以外）

実施・評価・見直し

介護保険制度を取り巻く環境検証，連結財政試算，繰入基準の設定

実施・評価・見直し

一般会計から
の計画的な繰り
入れにより，適
正な財政運営
が可能となる。

平成25年度

歳出
削減

実施・評価・見直し

単位

平成24年度

介護保険の給付と一般会計の負担の適正化

取組年度

その他改善

37 特別会計の見直し

-

100 100

平成26年度

取組内容・目標

介護保険制度を取り巻く環境検証，連結財政試算，繰入基準の設定

平成25年度

計

歳入
増加

平成24年度

平成23年度

平成27年度

策定する「繰入基準」内での一般会計繰り入れ（達成率）

平成23年度

100 100

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

介護保険特別会計と一般会計との関係について，給付と負担の両面から検討を進め，財政運営の
適正化に努める。

介護保険特別会計において給付の増加要因（歳出の増加要因）となる介護サービス基盤整備（特に
施設整備に係る経費は一般会計からの支出）の進捗を見極めながら介護保険事業計画を作成し，
「サービスの拡大」と「給付（歳出）の増加」のバランスを考慮しながら進行管理する必要がある。
平成２４年度からの第５期事業計画の策定にあわせ，一般会計からの繰入基準を設定することで介
護保険会計と一般会計の連携を明確化し，柏市として一体的な高齢者支援施策を進める。

H23.4.1

100

平成26年度

年度

平成27年度

成果指標

同左 同左 同左

アクションプラン全体計画 （平成２３～２７年度）

鈴木　茂美

最終目標

効果

保健福祉部 高齢者支援課

同左

効
果
額

Ｈ２３



重要度

37002 作成日 更新日

060400 責任者 担当者

区分

実施

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

3 ○ ○

4

5

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 ％ 単位 ％

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

無

コメント
･財政課との協議を進め，適正な繰入基準の確立
を目指す。

下　隆明 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

計画変更
（次年度
以後）

Ｃ

完了
（目的未達成）

-
成果指標名

取組内容

計画値

有

アクションプラン（平成２３年度）
Ｂ

取組項目

H24.3.31

田口　　大

コメント
指示事項

介護保険事業の財政構造を分析評価して，一般会計からの適正な
繰り入れの方針づくりを進める必要がある。

年
度
末

評
価

実績値
100

策定する「繰入基準」内での一般会計繰り入れ
（達成率）

・財政課と協議を行い，一般会計からの繰り入れについて共通理
解を図った。
・繰入基準については，来年度以降も協議・検討を継続する。

コメント

計画値

進捗・実績

遅れている

計画どおり コメント

進捗

その他

37 特別会計の見直し

介護保険の給付と一般会計の負担の適正

推進項目

番号・取組事業名

一般会計から介護保険事業会計への繰入基準の設定

・第5期の介護保険料の決定に向け，給付と負担のあり方を分析，
検討。
・厚生労働省の社会保障審議会介護給付費分科会の傍聴等によ
り，制度に関する課題を整理し，事業計画の策定に取り入れてい
く。
・介護保険事業会計への一般会計からの繰り入れについて，財政
課と協議を行う。（継続）

介護報酬改定における地域区分等の研究，提言(介護保険制度を取り巻く環境検証)

担当部署

平成23年度

第５期介護保険事業計画策定時の介護保険特別会計と一般会計の連結財政試算の実施

H23.4.1

取組内容・目標

鈴木　茂美保健福祉部 高齢者支援課

介護保険制度を取り巻く環境検証，連結財政試算，繰入基準の設定

Ｈ２３



重要度 Ａ

37003 作成日 更新日 H24.3.31

120800 責任者 担当者 経営担当

H23 ～ H26

区分

実施

実施

実施

完了

指標名 %

年度 最終値

計画値

実績値

計画額 0

実績額 0

計画額 0

実績額 0

計画額 0

実績額 0
効
果
額

アクションプラン全体計画 （平成２３～２７年度）

山田　研一

最終目標

効果

土木部 下水道整備課

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

　耐用年数50年を経過する管渠が増えていくことから，改築更新の財源を確保するため地方公営企
業化へ向けた準備を進め，平成26年度から地方公営企業法の一部適用を受け，健全な下水道事業
の運営を図る。
　また，下水道事業の経営状況を明確化し，適正な使用料設定を行い，情報公開に努める。

H23.4.1

平成27年度

資産台帳整理の進捗率

平成23年度

84

平成26年度

年度

平成27年度

成果指標

平成25年度

歳入
増加

平成24年度

平成23年度

平成26年度

取組内容・目標

資産台帳整理や横断的な組織の立上げ

計

単位

平成24年度

地方公営企業法の一部（財務）適用

37 特別会計の見直し

50

57 100

取組年度

その他改善

資産台帳整理や財務会計システム等の構築

見込まれる
その他効果
（金額以外）

条例・規則等の整備，打切り決算，資産台帳整理

地方公営企業法の一部適用

①経営状況を
明確化
②適正な使用
料設定
③情報公開

平成25年度

歳出
削減

Ｈ２３



重要度

37003 作成日 更新日

120800 責任者 担当者

区分

実施

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○ ○ ○ ○

2 ○

3

4

5

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 % 単位 %

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

資産台帳整理のための委託発注

H23.4.1

取組内容・目標

山田　研一土木部 下水道整備課

資産台帳整理や横断的な組織の立上げ

進捗

未達成

37 特別会計の見直し

地方公営企業法の一部（財務）適用

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

平成23年度

57
資産台帳整理の進捗率

資産評価に必要な資料の整理に時間を要し，計画値に達しなかっ
た。

コメント

横断的な組織として６月に「下水道事業企業会計導入委員会」を設
置した。
作業部会として財政会計部会等で内容の検討を実施している。

進捗・実績

計画どおり

計画どおり コメント

Ａ

取組項目

H24.3.31

経営担当

横断的な組織の立上げ

コメント
指示事項

２６年度からの適用に向け，進行管理を徹底すること。

年
度
末

評
価

実績値計画値

石黒　博 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

計画変更
（次年度
以後）

アクションプラン（平成２３年度）

Ｂ

継続実施

50
成果指標名

取組内容

計画値

無

無

コメント

Ｈ２３


	37001_028_財政課（繰出金の抑制）
	37002_053_高齢者支援課（介護保険の給付と負担の適正化）
	37003_089_下水道整備課（公営企業化）

